様式６
会　議　録
	会議の名称
	桶川市立桶川東中学校　第１回学校運営協議会

	開催日時
	　令和５年５月３１日（水）
（開会）　１３：５０　　　（閉会）　１５：００

	開催場所
	桶川東中学校　会議室

	出席者氏名（委員）
	松本　潔委員、　野頭　國郎委員、　山平　米男委員
村山　隆之委員、　上　佐良委員、　山平　しのぶ委員
校長　家德　丈夫、　教頭　杉原　美和、　主幹教諭　髙瀬　寛明

	欠席者氏名（委員）
	中村　文雄委員

	傍聴者
	　０　名

	議題
	（１）委員長、副委員長の選出について
（２）学校経営の基本方針について
（３）年間の活動計画について
・桶川東中のキャッチフレーズ
・学校応援団の活動について
・予算の確保について
　　　・配慮の必要な生徒に対しての学習支援

	
協

議

等

要

旨
	協議結果
	意見の概要

	
	（１）委員長　　松本　潔
　　　副委員長　野頭　國郎
　　　事務局　　杉原　美和
　　　　　　　　髙瀬　寛明
	・会長の役割について確認。
・事務局について、学校職員と地域住民と連携しながら進める。

	
	（２）学校経営の基本方針について
　　・校長から事前配付してある学校経営案について、特に昨年度との違いについて説明した。
　　【承認】



	
・生徒のよい部分に目を向けて指導していく。
・学校課題研究について（R5～R7年度）
　自己肯定感を高める指導をする。


〇学校課題研究について具体的な説明がほしい。
→主幹教諭から説明。
〇研究の途中経過も知らせてほしい
〇学校だよりを区民の目に届くように回覧板で回るようにしてはどうか。
→個人情報の観点も気を付けながら情報提供していく。


〇学習支援室の経営について
運営の仕方について教えてほしい。
→校長から
・通室の約束ごとを決めている。
・支援室職員だけでなく、教員も時間についている。
・今後、経営方針を作成していく。
〇コロナ禍後の学校経営について、本来学校に必要だったものが途切れているものをどうしていくのか。教育活動として必要であれば戻していくものも必要であると考える。

・体育祭についていえば、種目数は増えていないが、保護者観覧、吹奏楽部演奏ができるようになった。
・本校の種目は全部の種目、クラス全員が参加できる種目である。
・活躍できる場面を増やしていきたい。

〇体育祭では教員主導から、意図をもって生徒会等が中心となり、生徒主導の活動が委員に見えるようにしてほしい。


〇目指す教師像について、教員が生徒に対して難しい言葉で伝えるのではなく、生徒が理解しやすい言葉で伝えてほしい。


〇経営方針重点について、保護者と地域の連携について協力できるように努めたい。
〇岩田教育長の話の中で、「教員をほめてあげてほしい」という言葉がある。管理職やベテランの教員から若い教員を「ほめる」、まずい部分はしっかりと指導するようにしてほしい。
〇行事やCSの内容の情報提供も回覧板でできないか検討してほしい。


〇特別支援教育の一層の充実について、特別支援学級と普通学級の壁を感じる。特別支援の生徒がどんな活動をしているかなど、保護者にも知らせていく。情報が届いていないものもあると聞く。

・回覧板での情報提供については、他校との基準を合わせる。また、個人情報を気にする保護者もいるので気を付ける
　

	
	（３）年間の活動計画について



	
・東中のキャッチフレーズ策定について
・学校応援団の活動について
・予算の確保について
　

〇ベルマーク回収については、企業ごとの封筒に分別するため、回収する企業を限定するとよい
〇ＣＳと生徒会が連動して地区で回収してもらう活動をしてもよいのでは。


・配慮が必要な生徒の学習支援について
・部活動の地域化について情報提供


〇ＣＳの横のつながりとして他校（小学校）の除草に参加するなど検討してほしい。生徒会も含めて加納小１５０周年の協力ができないか検討したい。


〇ＣＳの実績が見えない。実行に移して、検証し、生徒にとって、地域にとってプラスになる活動をしたい。

	配付資料
	（１）学校経営方針
（２）学校要覧
（３）学校だより
（４）学校年間行事予定
（５）学校運営協議会しおり



